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紙面右上掲載記事　題名　ちょっと まちかど を あるいていたら 心あったかコーラスコンサート
掲載写真　こころあったかコーラスコンサートの様子
記事内容
今年は連日厳しい猛暑で閉口しました。幾らか秋の気配が感じる日々になりました。そんな中、久しぶりの『ちょっと まちかど を あるいていたら』を行いました。5月の初め以来の散策で、昨年も行われた平塚橋ゆうゆうプラザの一階ロビーで9月27日に開催された「心あったかコーラスコンサート」に皆さんがお集まりでした。
偶然とはいえ同じコンサートに一年越しにお会いでき、喜んで席に着きました。席は30席ばかりを設営していましたが、即座に満席となり、席が増設されました。当の特養施設をご利用の方々も車椅子で職員の方に導かれ約10名の方が集まっていました。
コーラスグループは、すみれ合唱団(混成二部合唱団)の14名に指導者兼指揮者の方と、伴奏者の16名で構成されたコーラス愛好家の皆さんです。平成29年度シルバー大学うるおい塾コーラス参加者を中心に引き継がれ結成された合唱団で、品川合唱祭、五館フェスタ、ふれあい文化祭等で素敵なコーラスを披露されています。最高齢のかたは95歳になられるかた等、長い間趣味を続けて来られた方々は優しく郷愁を誘います。
｢椰子の実｣、｢遠き山に日は落ちて｣、｢糸｣などを披露され、後半は『皆さんでご一緒に』で指導者の手引きで、｢冬げしき｣、｢おぼろづきよ｣、｢砂山｣を皆で大きな声で大合唱となりました。定番でありますが、坂本九さんの、｢上を向いて歩こう｣、｢幸せなら手をたたこう｣を、九ちゃんの優しい心を想い、感謝しながら合唱いたしました。皆さんの心の奥底まで染み渡っている素敵な歌です。手をたたき、肩をたたき、そして、ルルルルルルの合唱をエンドに心の安らぎを頂いて夕餉の我が家に帰っていきました。
記事作成者　荏原三丁目町会　池田　晴夫

紙面左上掲載記事　題名　花めぐり　松ぼっくり
掲載写真　自宅で飾り付けをした松ぼっくり
記事内容
　冬が近づき、りんしの森公園を散策しているとドングリや松ぼっくりがたくさん落ちています。それを拾うのもこの季節の楽しみの一つです。
松ぼっくりは、春に受粉し夏に緑の実をつけます。その実が秋には茶色く変色し、それから越冬して夏までにみを成長させて立派な松ぼっくりになります。秋に種をすべて飛ばし終えた松ぼっくりは地面に落ちますが、落ちるタイミングは決まっていないので、松ぼっくりは一年中拾う事ができるのだそうです。ただ、風の強い時期や乾燥した冬に開いた松ぼっくりが落ちやすい為、秋から冬にかけてが最も拾いやすい季節といえます。
松ぼっくりには、豊穣や収穫としての意味があり邪気を払い幸運を招くお守りとしても用いられる事から、クリスマスやお正月の飾りに広く使われるのでしょう。
拾ってきた松ぼっくりの汚れを落とし乾燥させてから、他の木の実などと容器に盛り合わせて自宅に飾ってみました。森の恵みと冬の訪れをしみじみと感じます。
記事作成者　小山三丁目町会　澤田　恵子

紙面中央左掲載記事　題名　スコアより思い出！中原クラブのグラウンドゴルフ大会デビュー 
掲載写真　グラウンドゴルフ大会の様子
記事内容
9月30日、西大井広場公園で品川区主催の高齢者グラウンドゴルフ大会が行われました。中原クラブは6人編成で午後の部に初参戦！秋晴れの空の下、「ホールインワンだ！」と気合を入れて挑みましたが、結果は全16チーム中13位。しかし、スコアより大切なものはやっぱり笑顔とチームワーク！初参加とは思えないほど息の合ったプレーで、笑いの絶えない楽しい一日となりました。
大会後は、場所を戸越銀座に移して反省会兼飲み会を開催。「反省はそこそこに、乾杯は全力で！」を合言葉に、にぎやかな時間を過ごしました。
次回は、『結果も笑顔も二桁アップ』を目指して、また頑張ります！なお、平塚中央公園で、グラウンドゴルフは月曜、ゲートボールは木曜の9時からそれぞれ行っています。皆さまのご参加お待ちしています。
記事作成者　中原共和町会　中原クラブ　天野　喜一郎

紙面右下掲載記事　題名　町会活動紹介　小山二丁目西部ちょうかい　くまさん広場 Halloween Night　2025
掲載写真　ハロウィンイベントの様子
記事内容
　10月25日に2回目となる「くまさん広場Halloween Night」を開催しました。本イベントは、荏原第一地区になかったハロウィンイベントを荏原第二地区で15年近く行っている荏原七丁目町会にエアブロー・衣装等のご協力をいただいて昨年からスタートしました。
内容は、仮装をした参加者の写真コーナーで記念撮影、町内をスタンプラリーをしながら回って各ポイントで合言葉「Trick オア Treat」を言ってお菓子や景品をもらうものです。また、参加者専用ホームページを開設し、投稿してもらった写真や記念撮影の写真を見られるようにしています。
昨年は子供約120名・大人約80名の約200名の参加でしたが、今年は子供約150名・大人約100名の合計約250名と大躍進して地域の恒例イベントとして定着してきたと実感しています。また、大人の方にも仮装をお願いして、キャンディを配って親子で楽しんでもらいました。参加者は思い思いの仮装を楽しみ、「ディズニー映画」や「日本のアニメ」のキャラクターなどに扮して、普段とは違う自分を演出し雰囲気を満喫しました。
参加者の感想を聞くと「ハロウィンで仮装をしたくても学校や保育園で機会がなかったので地域でできるのはとてもありがたい」「親も一緒に仮装をして親子で楽しめた」「写真コーナーや音楽など充実した内容ですごい」などのコメントをいただきました。また、ハロウィンは「秋の収穫を祝い、悪霊を追い払う」目的があり、「豊かな秋の静けさ」「落ち着いた雰囲気」が魅力です。夏祭りのにぎやかなお祭りとは少し違うリラックスして楽しめるイベントです。
今回は当日雨天の為、後地小学校体育館をお借りして、音楽や照明など屋外では演出できない内容もできて好評でした。参加頂いた皆様、ご協力頂いた荏原七丁目町会・後地小学校・町会スタッフの皆様ありがとうございました。
記事作成者　小山二丁目西部ちょうかい　北川　一成

紙面左下掲載記事　題名　うつろう季節
記事内容
バラの影　少女となっている　不思議
シャガールの　馬に乗り　ノラになれそう
好きだから　揺れてみせます　秋桜
つわの花　翁の好きな　純喫茶
行間に　もみじを入れて　充電中
藍色の　インクで秋の　謎解きす
われもこう　童女のような　母でした
山里や　星の降るよ　の芋煮会
晩秋の　ショーウインドの　無言劇
星占い　信じ年末　くじを買う
記事作成者　荏原一丁目町会　吉田　久美子
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